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The Northeastern

JNSUは2011年秋学期のためのエキサイティングな計画を持っています

Yoshi Mizuno
TNE STaff WriTEr

今年で活動開始７年目
を迎えたＪＮＳＵ。「
米国人への日本文化の
普及」を目標に、今学
期もバラエティーに富
んだ学内文化交流イベ
ントを開催する。
２０１１年１１月に開
催され、大盛況だった
「祭」シリーズが今年
も開催されることが決
まった。「祭　２０１
１」は１１月１９日に
ＵＣボールルームで開
催され、今年も昨年以
上の充実したブースが
来場者に提供される。
祭では、毎年おなじみ
の書道・おりがみ・ゲ
ームブースなどが用意
される。昨年の祭には
なかった「お茶ブー
ス」は、来場者にタレ
クアではお目にかかれ
ない抹茶を提供する。
ＪＮＳＵでは、２００
８年まで開催されてい
た「ＮＩＰＰＯＮ」に
代表されるように、観
る者を圧倒するパフォ

ーマンスがイベントの
中心となる。今年も日
本の伝統舞踊から、最
新の流行文化を取り入
れたパフォーマンスま
で、祭では様々な顔を
持つ日本文化が披露さ
れる。
会長の掛川裕貴さん（
長野県出身、大学４
年）は大学入学直後か
らＪＮＳＵ会員として
積極的に活動する一人
で、会長としても今期

で通算２期目を迎え
る。掛川さんは今回の
祭で「日本文化を見せ
るだけではなく、（来
場者に）肌で感じてほ
しい」と熱く語る。日
本人留学生の減少とと
もに、ＪＮＳＵも人員
減などの厳しい運営状
況だが、掛川さんのＪ
ＮＳＵにかける意気込
みは誰よりも熱い。
今期からＪＮＳＵ副会
長を務める大橋茜さん
（愛知県出身、大学４
年）は、祭の書道ブー
スの班長として書道の
魅力を訪れる人々に伝
える。大橋さんは「米
国でも書道を続けたく
て、JNSUなら何か書道
に関係したイベントに
も参加しやすいと思っ
た」と入会したきっか
けを語る。

大橋さんは書道や参加
するよさこいソーラン
節の活動を通じて、い
かに素晴らしいものか
を伝えていきたいと熱
く語る。
ＪＮＳＵで長年顧問を
務める一人のトマス・
サモン博士（眼科教
授）は、米国人の父親
と日本人の母親を持つ
日系米国人。ＪＮＳＵ
の活動に助言やサポー
トを行っている。
サモン博士は「来場者
の方々には日本文化を
学び、そして同時に
楽しんでもらいたいで
す。私自身はもちろん
日本人も文化も大好き
ですし、ほかの方にも
いかに楽しいものかを
知ってもらいたいで
す」と語る。
昨年に引き続き、カレ

ーブースもＵＣ前に出
店する。日本人だけで
なく、多くの現地学生
からも大変好評を得て
いる。カレーはできる
限り温かいうちに提供
されるので、タレクア
では食べられない「日
本のカレー」が手軽に
楽しむことができる。
カレーブースは９月か
らＵＣ前にて販売が開
始され、価格は２ド
ル。収益はＪＮＳＵの
運営費として賄（まか
な）われる。
またＪＮＳＵでは、よ
さこいソーラン節への
イベント出演オファー
も受け付けており、こ
ちらも目が離せない。
詳細はＪＮＳＵホーム
ページ（http://arapaho.
nsuok.edu/%7Ejnsu/）ま
で。
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Visitors are fascinated with calligraphy at first JSNU event.




